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半

余

色

の

善

導

三

枝

樹

隆

善

大

師
善

導

の
像

が
、
半

金

色

で
あ

る

こ
と

は
多

く

の
入

が
知

っ
て

い
る
。

こ
れ

は

、
宗

祖
法

然

の
諸

伝
記

が

斉

し
く

伝

え

る
と

こ
ろ

で
あ

つ
て
、

す

な

わ
ち
、

宗
祖

法

然

の

一
大
霊

感

と

も

い
う

べ
き

、
霊

夢

の
中

に
現

わ

さ
れ

た

も

の
と

記

し

て

い
る
。

ま

つ
た

く
、

時

と
処

を

異

に
し

た
二

人

の

人

師

を
対

面

せ
し

め
、

時

空

の
制

約

を
超

越

し

た
霊

的
感

応
ほ

、
宗

祖

法

然

の
内

面
的

宗

教

生

活

を

物

語

る

も

の

で
あ

ろ

う
。

も

し
、

こ
れ
を

伝

記

資

料

の
価

値
判

断

に

お
い
て
、

そ

の
ま

ま
、

事
実

だ

と

い
う

こ
と

は

で
き

な

い
と

し

て
も

、

し

か

し
、

こ
れ
を

宗

租
法

然

の
思
想

的

立

場

よ
り

す

れ

ば
、
真

実

と

し

て
見

る

こ
と

が

で
き

る

で
あ

ろ
う
。

宗

祖

法

然

の

主
著

『
選
択

本

願
念

仏

集

』

は
、

そ

の
大

部

分

が

浄
土

三

部
経

と

大

師

善
導

の
著

述

に
よ

つ
て
、

選
択

本

願

の
念

仏
義

を
組

織

し

て

い
る
。

そ
し

て
、

そ

の
終

り

の
十

六
章

段

に

お

い
て

は

、

問
答

を

も

う
け

て
、

「
問

日
華
厳

・
天
台

・
真

言

・
禅

門

・
三

論

゜
法

相

諸

師
各

造

浄

土
法

門

章
疏

何

不

依

彼
等

師

唯

罵

帯

レ

嵩

一

用

態

塰

師

蟹
乎
答

日
彼

等

諸

師

各
皆

雖

レ
造

【噸
浄

土
章

疏

一
而

不

下
以

騨幅

土

一
為

吾

宗

唯
以

嶐

道

而

為

噸卿
其

宗

一
故

不

レ
依

嵩
彼

等

諸

師

一
也

善

導

和

爾

偏

以

嵩
浄

土

一
而

為

レ
宗

而

不

下
以

牌輔
聖

道

[
為

h
レ

宗

故

偏

依

善

導

一
師

」

ニ

　

と

い

い
、

ま

た

、浄
土
門

の
諸

師

は
多

く

あ

る

こ
と

で
あ

る
が
、

そ

の
な

か

に
お

い

て
、

「
何

不

依

彼

等

諸

師

唯

用

善

導

一
師

哉

答

日
此

等
諸

師
雖

宗

浄

土

未

発

三
昧

善

導

レ

1　

1

I#

1

,

二

一

レ

篇

騨



金色の善27

和
尚

是

三
昧

発
得

之

入
也
於

レ
道
既

」

其

証

}
故

且
用

レ
之

」

と

述

べ

て

い

る

ご

と

く

、

力

を

つ

く

し

て

偏

へ
に
善

導

d
師

に

よ

る

理

由

を

説

明

し

て

い
る

。

そ

し

て

ま

た

、

「
静

以

善

導
観

経

疏

者

西
方

指

南

行
者

目

足
也

然

則

西
方

行
人

必
須

嫡嶋
珍
隊

矣
就

レ
中

毎

夜

中

有

レ
僧
指

高

授
玄
義

僧
者
恐
是
彌
陀
応
現
爾
者
可

謂
此
疏
是
彌
陀
伝
説
何
況
大
唐
栢

伝
云
善
導
是
彌
陀
化
身
也
爾
者

　

レ

可

・
謂

又
此

文
彌
陀

直

説

既

云

咽噌
欲

写

煮

如

順欄
経

法

一
些

、
誠

乎

」

と

い

つ
て
、
大

師
善

導

の
観

経
疏

は
阿
彌

陀

仏

の
伝
え

説

く
と

こ
ろ

に
し

て

、

阿

彌
陀

仏

の
直

説

で
あ
る

と

し
、

そ
し

て
大

師
善

導

は
、

シ

ナ
の
伝
記

を

見

て
も

阿

彌
陀

仏

の
化

身

で
あ

る

と

い
う
。

さ
ら

に
ま

た
、

「
仰
討

嵩
本

地

屠

四
+
八
願
之
法

王
也
+
劫
正
覚
之

唱
声

罫

于
念

仏

腐

訪

篇
垂
迹

騨
者
専
修
念
仏
之

導

師
也

」

と
述

べ
て
、

大

師
善

導

を
本
迹

不

二

の
言
葉

を

も

つ
て
讃
歎

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

に
宗

祖
法

然

は
、

そ

の
思

想

的
立

場

を

大
師

善

導

を

も

つ
て

表
明

す

る
も

の

で
あ

つ
て
、
大

師

善

導

の
指

南

が

な
か

つ
た
な

ら

ば
、

宗

祖

法

然

の
選
択

の
原

理

も
樹

立

し

な

か

つ
た

で
あ

ろ
う

。

宗

祖
法

然

の
愛

弟

、

勢

観
房

源
智

の

見
聞

に
ょ

る
と

い
わ

れ

る

『
岬
期

物
語

』

に

は
、
往

生

要
集

を

先

導

と

し

て
浄

土

門

に
入

り

、
善

導

の
釈

を

三

た
び
読

ん

で
乱

想

の
凡

夫

が
、

称

名

の
行

に
よ

つ
て
往

生

す

べ
き
道
理

を
体

得
し

た
と
伝

え

て

い
る

が
、
往

生
要

集

に
ょ

つ
て
帰

浄

し

た

に
し

て
も

、
念

仏

に
よ

つ
て
決
定

の
思

を
得

た

の

は
、

た

だ

に
大
師

善

導

の

『
観

経

疏

』

の
指

南

で
あ

る
。

『
選
択

本

願
念

仏

集

』

に
も

述

べ
ら
れ

て

い
F

よ
う

に
、
善

導

の
意

に
ょ

ら
な

か

つ
た
ら
得

生

を
得

ず
と

す

る
、

宗

祖
法

然

に
は
、

血
脈

の
相
承

も
、

面
授

の

法
式

も
不

要

で
あ

つ
た

に
ち

が

い
な

い
が
、

『
一
期
物

語

』

は
宗

祖
法

然

の
源
智

に
語

ら

れ

た
言
葉

と
し

て
、

自

分

は
す

で

に
出

離

に

お

い
て
決

定

し

た

が
、

こ
れ

を
他

に
弘

通

し

た

い
と

い
う
時

機

に

つ
い
て
思

い
わ

ず
ら
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つ

て

い

た
際

に

、

夢

の

中

に

お

い

て

大

師

善

導

に
対

面

才

る

こ

と

が

出

来

た

、

そ

し

て

大

師

善

導

は

、

汝

が

専

修

念

仏

を

弘

め

る

が

ゆ

え

に
、

汝

の

前

に

来

れ

り

と

告

げ

ら

れ

た

と

記

し

て

い
る

。

そ

し

て

、

こ

の

と

き

の

大

師

善

導

の

姿

は

、

腰

よ

り

下

は

金

色

で
あ

り

、

腰

よ

り

上

は
常

人

の

ご

と

く

で

あ

つ
た

と

い

う

の

で
あ

る

。

後

に

諸

伝

記

は

こ

れ

を

、

夢

定

中

の

二

祖

対

面

の

事

実

と

し

て

伝

え

、

そ

の

対

面

の

場

所

ま

で
相

定

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

こ

こ

ろ

み

に

、

宗

祖

法

然

の

滅

後

比

較

的

早

い
時

期

に

成

立

し

た

と

い

わ

れ

る

『
夢

感

聖

相
記

」

を

あ

げ

て

み

れ

ば

、

源
空
多
年
勧

亀
修
念
仏

贈
未

}噛

言

敢
懈
癈

蚕゚

夜
夢
有

㌔

大
山

脚
南
北
悠
遠
峰
頂
至
高
其
山
西
麓

有

=

大
河

卿
声

山
出

レ
北
流

レ
南
浜
畔

渺
渠

レ
知

嵩
涯
際

騨
林

樹
繁
茂
莫

レ
知

=
幾

許

廓
予
乃

飛
揚

登

}煽
於
山
腹

遥

視

榊噛
西
嶺

一
空
間
尹

鑿

球
斥

一
去

レ
地
尹

五
丈

}
声

之
何
処
」

往
生
人

一
現

噛槲

此
瑞
相

膊
須
臾

彼
雲
飛

藻

頭
上

轍
仰
望

孔
雀
靉

等
衆
鳥
沖

於
罍
一̂
沖

遊

嘗

河
浜

騨
此
等
衆
鳥
身
無

畠

光

明

騨
而

昭
曜

無

レ
極
翔

飛

復

入

酬鴨
霎

中

騨
予

為

御噛
希
有

思

一
少

時

彼

雲

北

去

覆

濾

山
河

脚
復

以
為

山
東

有

往

生
人

迎

之
既
而
須
臾

彼
雲
復
至

頭
上

漸

大
偏
覆

於

一
天
下

有

一
高
僧

出

於
雲

コ

　

レ

ニ

の

ニ

　

ニ

む

ユ

中

}
往

脚鞫
立
吾
前

一
予
即
敬
礼
瞻
仰

尊
容

脚
腰
上
半
身
尋
常
僧
相
腰
下
半

身
金
色
仏
相
予
合
掌

低
頭
問
日
師

是

何
人
答

日
我

是
唐
喜
導
也

又
問
時

去
代
異
何
以
今
来

干
此

耶
答

日
汝
能

弘
演
専
修
念
仏
之

道

甚
為

ニ

　

ノ

ロ

ニ

希

有

㌃

、
為
来

証

レ
之

又
問

日
専

修

念

仏
之

人
皆

得

呂
往

生

一
即
未

レ
答

乃

覚

覚
己

聖
容

嘉

レ
在

也

建

久

九

年

五

月

二

日

記

之

源

空

　

こ

れ

が

こ

の

ま

ま

、

事
実

だ

と

い

う

こ
と

が

で

き

な

い

と

し

て

も

、

宗

祖

法

然

の

大

師

善

導

へ
の

思

慕

は

、

夢

に

も

う

つ

つ

に
も

、

つ
ね

に
対

面

せ

し

め

て

い

た

こ

と

で

あ

ろ

う

。

大

胡

太

郎

実

秀

へ

つ
か

わ

さ

れ

た

と

い
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う
御

返

事

に
、

「
善

導

は
た

だ

の
凡
夫

に

は
あ

ら

ず
、

す

な
わ

ち

、

阿
彌
陀

仏

の
化
身

也

。

か

の
仏

、

我
本

願

を

ひ
ろ
め

て
、

あ
ま

ね

く

一
切

衆
生

に
し

ら

し

め

て
、
決

定

し
て
往

生

せ
ば

か
り

に
、

か
り

に

、
凡

夫

の
人

と

む
ま
れ

て
、

善

導

和

尚

と

い
わ
れ

給

う
也

。

」

と

い

い
、

さ
ら

に
ま

た
、

『
三

部

経

大

意
』

の
観

経

を

釈

す

る
中

に

お

い

て

は
、

「
阿

彌
陀

如
来

、
善

導

和

尚

と
な

り

て
唐
土

に
出

ず

」

な

ど
と

あ

つ
て
、

た
だ

の
凡
夫

に
あ

ら

ず
、

か

り

に
凡
夫

の

人

と
生

れ

て
と

い
う
、

宗

祖

法

然

の
ま

な

ご
に

は
、

半
金

色

と

な

つ
て
映

じ

た

に
ち

が

い
な

い
。

二
祖

対

面

の

事
実

が

な
き

に

せ
よ
、

宗

祖

法

然

が

大
師
善

導

を

現

わ

す

に
、

半

金

色

を

も

つ
て

示
す

こ
と

に
何

の
不
思

議

が

あ

ろ

う
か

。

大

師
善

導

が

『
往

生
礼

讃

』

の
中

で
、

「
彌
陀

身

色

如

金

山
相

好
光
明

照
十
方

」

と
、

た
か

ら

か

に
讃

じ

て

い
る

が
、

阿

彌
陀

仏

を
金

色

と

す

る

こ
と

は
、

す

で

に
阿

彌
陀

仏

を
説

く
諸

経

典

に
出

さ

れ

る
も

の
と

し

て

も
大

師
善

導

を
阿

彌
陀

仏

の
化

身

と
仰

ぐ
宗

祖
法

然

に

お
い

て
半
金

色

を

も

つ
て

そ

の
化

身

を
現

わ

す

に
、

何

の
わ

ず
ら

い
が

あ

ろ

う
か
。

こ

の
よ

う

に
し

て
、

表

現

さ

れ

た

大

師
善
導

の
像

は
、

上

は
黒

染

、

人
間

と

し

て

の
善

導

は
、

垂
迹

の
形

を

現
わ

し
、

下

は
金

色

、

超

人
間

と

し

て

の
大

師

は
、

本

地

の
姿

を
現

じ

て

い

る
。

す

な
わ

ち

、

さ

き

に
あ

げ

た

『
選
択
本

願
念

仏

集

』

に
述

べ
ら
れ

る
、

本

迹

不

二

の
形

で
あ

る
。

こ
と

ば

を
換

え

て

い
え

ば
、

「
仏

凡
間

の

一
体
」

ま

た

は

「
半

神

半
入

」

の
姿

で
あ

る
。

そ
し

て

こ
の
半
金

色

善

導
像

の
中

に
ひ

そ
め

ら
れ

る
、

凡

夫
と

如
来

は
、
浄

土

教

の
主

体

で
あ

る

。
わ

れ
わ

れ

は
ま

た
、

こ

の
半

金
色

善

導

像

を
論
理

は
飛

躍

す

る
が

「
南

無

阿

彌
陀

仏

」

の
姿

と
し

て

見

る

こ
と

も

で
き

る

で
あ

ろ
う

。

そ

し

て
ま

た
思

う

に
、
大

師
善

導

の
宗

教

的
根

底

に
あ

る

も

の
は
、

『
散
善

義

』

に
し

め

さ
れ

る

「
機
法

二
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信

し

で
あ

る
。

「
一
者

決
定

深

信
自
身

現
是

罪

悪

生

死
凡

夫
曠

劫
己

来

常

没

常

流
転

無

レ
有

緒
出

離

之

縁

騨

二
者
決
定
深

信
彼
阿
彌
陀
仏
四

+
八
願
摂

噌噌
授
衆
生
轍無

レ
疑
無

レ
憲

乗

『欄
彼
願
力

庭

尹

往
鉾

す

な

わ

ち

、

前

者

は

人

・

後

者

は
如

来

を

意

味

す

る

も

の

と

す

る

な

ら

ば

、

こ

の

「
二
種

深

信

」

が

、

半
金

色

の
雄

姿

に

ひ

め

ら

れ

て

い
る

と

も

考

え

得

ら

れ

る

こ

と

で

あ

ろ

う

。

宗

祖

法

然

が

表

現

す

る
、

こ

の

半

金

色

善

導

像

は

、

遺

憾

な

く

大

師

善

導

の

人

格

、

そ

の

す

べ

て

を

表

示

す

る

も

の

と

い
え

よ

う

。


